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従来、大学施設整備は文部科学省面積基準に順じて実施されてきた。しかし、国立大学の法人化によ

り全学的な合意形成に基づく施設整備の必要性が生じたため、ユーザ（学生・教員・職員）からの要望

反映が望まれている。一方、多種多様な施設ユーザを対象とした従来の書面による要望調査には、次の

ような問題がある。1）アンケートの配布・回収に労力を要すことから、被調査者数に制約がある。2）

要望の位置情報を管理することが困難である。そこで本研究では、ユーザ（学生）の要望とその位置情

報を効率的・効果的に収集・管理するために、要望調査ウェブシステムを開発した。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

システムの要望収集および整理機能を評価するために、キャンパス施設に対する要望を登録し（学生

48 名対象）、登録された要望を閲覧する（施設管理者対象）評価実験を実施した。アンケートの回答結

果から、要望入力が容易である、収集される要望が整備計画策定に有用であるという意見を得た。  

 (日本建築学会第 29 回情報・システム・利用・技術シンポジウム論文集、pp.121-126, 2006.12) 

図 1 要望調査ウェブシステム 

システムメイン画面：キャンパス配置図上に要望をプロット 
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